
下仁田町立下仁田中学校        

図書だより 秋の読書月間まとめ ２０２４年 1２月 

 
みなさん、秋の読書月間はいかがでしたか？ 

お気に入りの本は見つかりましたか？ 

本との関わり方に変化はありましたか？ 

秋の読書月間は終了しましたが、これからも本に親しんでくださいね。 

今回は秋の読書月間のまとめとして、紹介していただいた本の紹介を載せたいと

思います。 

 
スタンプラリーは来年３月まで続けます！ 
景品もまだまだありますのでぜひ参加してくださいね！ 

 
参加してね！スタンプラリー 
参加方法 

借りた冊数分のスタンプを押してもらってください。 

10個貯まったら先生のところへ持ってきてください。 

好きな景品と交換します。 

 

１冊でも借りたらもらえるプレゼントもあります。         

  ①しおり                                 ↑スタンプラリー用紙 

  ③ブックカバー    ※数に限りがあるのでお早めに♪ 

  ④豆本 

 

＜おすすめの本を紹介します♪＞ 
 
図書委員さん 

       

 

 

          

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                        

『さよならの向こう側』 清水晴木／マイクロマガジン社 
この物語では人は亡くなった時、最後に一日だけ現世に戻って会いたい人に会える

時間が与えられます。これは五人が織りなす最後の時間。毎日を大切に生きようと

思わせてくれる作品です。（１年図書委員） 

 

『みえるとかみえないとか』 ヨシタケシンスケ／アリス館 

 この本は、色々な星の人たちの「あたりまえ」を描いた物語です。 

 人によって「あたりまえ」がちがう世界でお互いを認めることが大切だと思いました。 

 （２年図書委員） 

 

『神様の子守はじめました。』 霜月りつ／コスミック出版 

とっても読みやすいです。どの表紙も内容にあった絵でかわいいです。神子たちの

成長と梓の頑張りがわかる本です。（３年図書委員） 

『１００日間、あふれるほどの「好き」を教えてくれたきみへ』 

永良サチ／スターツ出版 

この本は、感動する一冊です。病気をもった女子高生が余命宣告を受けた次の日に

出会った男子高生との Love ストーリーです。号泣まちがいない本をぜひ読んでみ

てください。（３年図書委員） 

『本と鍵の季節』 米澤穂信／集英社 

図書館から始まるミステリーを図書委員の二人が挑む。親友でも友達でもない不思

議の関係の二人だからこそ生まれる、ちょっと怖くておもしろい物語。 

（３年図書委員） 

『藪の中』 芥川龍之介／講談社 

この本は六つの物語が集まった本です。この本の物語の１つは、「羅生門」が入って

います。有名ですよね。ホラー好きな人や意味が深い物語が好きな人は、ぜひ読ん

でみてください。（１年図書委員） 

『５秒後に意外な結末 ～パンドラの赤い箱～』 桃戸ハル／Gakken 

１００話のお話を「意外!!」と思ってしまう。おもしろい話がたくさんこの１冊の本につ

まっています。ぜひ読んでみてください。他の 5 秒シリーズもいっぱいあります！

（２年図書委員） 

『仏像のフシギ』 田中ひろみ／小学館 

仏像についてあまり知らない人、知っている人も両方楽しく知識を学べる本。仏像

の彫刻、豆知識を知れるのでとても面白いです。（１年図書委員） 

『選ばれる女におなりなさい』 ラトナ・サリ・デヴィ・スカルノ／講談社 

この本は恋に悩むどころか恋の出だしでつまずいていらっしゃる女性のみなさまに

読んでいただきたい本です。人生において大切な内容がたくさんのっているので、

結婚したい人はぜひ読んでみてください。（３年図書委員） 

書いていただいた紹介文をそのまま掲載させていただきます 

 

『聲の形』 大今良時／講談社 

この本は、耳が聞こえない少女（西宮硝子）と、

かつて彼女をいじめていた少年（石田将也）が

過去と向き合い周囲の人々との関係を見つめ

直していく青春ストーリーになっています。 

（２年図書委員） 



図書委員さんの続き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保護者のみなさん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
先生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紹介した本はすべて貸し出しできます♪ 

『「手紙屋」～僕の就職活動を変えた十通の手紙～』  

喜多川泰／ディスカヴァー・トゥエンティワン 

平凡な大学生がある日、書斎カフェで奇妙な広告とめぐりあう、「手紙屋」。たった１０

通の手紙のやりとりであらゆる夢を叶えてくれるという話。働くことの意味、真の成

功とは？幸せな人生とは？明日をよりよく生きたい人へ贈る感動作。 

少しむずかしい内容かも知れませんが勉強を何のためにするのだろう？という疑問

などの答えが見つかるといいなと思います。（M.Kさん） 

『二番目の悪者』 林木林／小さい書房 

「これが全て作り話だと言い切れるだろうか」こ

んな１文からこの話は始まります。現代はネット

やSNSで様々な情報が手に入り、誰にでも簡単

に拡散できる時代です。しかし、簡単にできるか

らこそその裏には危険も潜んでいる事を考えて

ほしいと思うのです。その事をこの本を通しても

う一度考えてみませんか。 

“あなたたちが二番目の悪者になってしまわな

いように”（いわいさん） 

『ツバキ文具店』 小川糸／幻冬舎文庫 

この本は鎌倉で文具店を営むかたわら、手紙の代筆を請け負う鳩子が主人公の物語

です。手紙というとどんな物を想像しますか？感謝の気持ち、お祝いの気持ち、恋する

気持ちなど、色々な想いを届けるような物と思っていましたが、鳩子のもとにはとて

も風変わりな依頼ばかりがきます。そんな重い想いまで手紙で届けることができるの

か？！と引き込まれてしまします。また、手紙を書く紙や封筒、切手、使うペンなども

その内容にあったものを選ぶなど文房具にも興味がわきます。読み終わると誰かに手

紙で書いてみたくなるような気持ちになります。ぜひ読んでみてください！ 

（M.Iさん） 

 

『ハヤブサ消防団』 池井戸潤／集英社 

中村倫也さん主演のテレビドラマにもなり、下仁田や富岡、甘楽がロケ地になりまし

た。ドラマとは違う内容もあるので、テレビで見た人も見てない人も楽しめる本です。

彩の正体は一体…。（ゆずままさん） 

『ブッタとシッタカブッタ』  

小泉吉宏／MEDIA FACTORY 

心の持ち方、ものの見方、考え方についてハッ

とさせられる本です。マンガと言葉で読みやす

く、内容はとても深いです。 

『神様のカルテ』 夏川草介／小学館文庫 

主人公は青年内科医の栗原一止。信濃（長野県）にある本庄病院に勤務。この病院は

「２４時間３６５日対応」という休みのない所。そこで働くいちと先生は夏目漱石の「夢

枕」を愛する文学医師。そんな「変人」いちと先生と患者をめぐる日々のあたたかなふ

れあいを感じられる。心がほっこりするようなお話。ぜひ読んでね！！シリーズで何冊

か出ています。 

『武士道シックスティーンシリーズ』 誉田哲也／文春文庫 

剣道に自分の青春をぶつける２人の少女を主人公にした熱血ストーリー。友情か勝負

か。自分がどこに進むのか悩みながら成長します。 

自分の生活の全てを剣道にささげる主人公がおもしろすぎる。そんな彼女のライバル

にされるのは意外におとなしめのお気楽少女。２人の友情と剣道のシーンが最高で

す。ぜひ読んで!! 

『人生はニャンとかなる！』 水野敬也／文響社 

この本は、猫の可愛い写真と一緒に人生を楽しくできるような言葉が書いてあります。

（２年図書委員） 

『ナミヤ雑貨店の奇蹟』 東野圭吾／角川書店 

この本は、「ナミヤ雑貨店の奇蹟」という本です。この本は東野圭吾さんがつくった本

で、章ごとに主人公がかわり、最終章では全て話がつながるとてもふしぎなかんじに

なります。一度よむとまたよみたくなる本なのでぜひ読んでみてください！ 

（１年図書委員） 

 
『１００万回生きたねこ』 佐野洋子／講談社 

言葉通り、１００万回ねこが生きます。死にます！毎回死に方がちょっとあれです。

とりあえず読んでくださいね。 

（３年図書委員） 

『数学ガール』 結城浩／CB Creative 

内容は、高校数学についてです。中学生には理解が難しいところがあると思います

が、数学に興味がある方は読んでみると楽しいかもしれません。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読書をすることのメリットはたくさんあります。 

その中でも、これからの皆さんに必要不可欠な、語彙力、読解力、速読力、
想像力を身につけることが期待できますよ。 
楽しみながら、自分を成長させてくれたり、癒やしてくれたり･･･。 

まさに「読書は心の栄養」です。 
ぜひ、読書の習慣を身につけましょう。 
 
 
 
１２月の専門委員会の時間に、下小生から 
本の紹介動画のお礼の手紙をいただきました。 
これからもこうした交流を続けていきたいと 
思います。 

『現代語訳 論語と算盤』 渋沢栄一／ちくま新書 

新一万円札の人物として話題になった、「近代日本経済の父」とたたえられる実業家・

渋沢栄一の講話をまとめた本です。渋沢は中国の孔子が教えた「人として大切にすべ

き心」を、ビジネスや成功を追い求める中でも忘れないようにと説きます。お金の使い

方や人との関わり方について、とても考えさせられる話が盛りだくさんです！ぜひ読

んでみてください…！ 

『水車小屋のネネ』 津村記久子／朝日新聞社出版 

何気ない日常なんだけど、大事なことが詰まっている。本の中に入って一緒に生活し

ているような、あたたかい気持ちになれる本。誰かにやさしくしたくなります。 

 

『バッタを倒しにアフリカへ』 『バッタを倒すぜアフリカで』 

前野ウルド浩太郎／光文社新書 

アフリカを中心に世界各地を飛び回ってバッタ研究を続ける著者。自分

の夢をひたすら追いかけるとどうなるか…そのドタバタぶりが抜群にお

もしろい文で読めます。自分の「好き」をきわめたい人に元気と勇気をく

れる本。読んでいっぱい笑って下さい😊 

『My Sister’s keeper』  

Jodi Picoult／Atria Publishing Group 

この本は、医学的解放を求めて両親を訴える少女アンナの物語です。体外受精で生ま

れた彼女は、白血病に苦しむ妹ケイトのために臓器ドナーとなりました。アンナは妹の

命を救うために臓器や組織の提供に人生を費やしてきました。 

この本をおすすめする理由は２つあります。１つ目は、医学的な考え方や親の愛情につ

いて大切な問題を投げかけているからです。２つ目は、この本は、すべての人のため

に、人がどれほど自己を犠牲にできるかを示しているからです。 

『完・ヒーローズ（株）!!!』 北川恵美／メディアワークス文庫 

この本は、ヒーローズ（株）の最終章です。ヒーローになりたい依頼人の話をしっかり聞

き、一緒に考えていく。そして依頼人が希望するヒーローに近づいていき、ヒーローに

なっていく。そして本の中には人生のヒントとなる言葉が所々に散りばめられていま

す。あなたがどの言葉に、あなたの心が響くのか先生も楽しみです。最終章から読む

のもいいけれど、最初のヒーローズ（株）から読むのもおすすめです。 

『過ぎ去りし王国の城』 宮部みゆき／角川文庫 

進学が決まった中３の２月、ひょんなことから古城のデッサンを拾った尾垣真。絵が得

意な同級生、城田珠美と絵の中の世界に入る。そこで出会ったマンガ家助手のパクさ

んと再び絵の中へ入っていく。ただのファンタジーでなく、現実世界ともつながってい

く急展開。宮部さんらしい作品です。 

『奴隷の哲学者エピクテトス 人生の授業』 荻野弘之／ダイヤモンド社 

負の感情に振り回されないためにはどうすべきか？人間関係に思い悩まないための

考え方とは？自分に与えられた境遇をどう捉え、生き抜くか？自由に生きるとはど

ういうことか？古代哲学者エピクテトスの残した言葉から「よく生きる」ためのヒント

を読み解く。悩み事がある人にオススメ！ 

『犬がいた季節』 伊吹有喜／双葉社 

進学校に迷い込んだ子犬の目線で昭和から平成の高校生が描かれた物語です。時代

ごとのネタもたくさんあり、懐かしさを感じます。本体表紙に粋な演出があるのも素

敵です。 

『成瀬は天下を取りにいく』 宮島未奈／新潮社 

実際、本を読むことがあまり好きではありません。この本は、私の息子に紹介されて

手に取りました。表紙の見た目がちょっと可愛いなと思うくらいで読み始めましたが、

「成瀬」の強烈なキャラにやられました。自分の進む道、進みたい道に突っ込んでいく

「成瀬」を見習いたいものです。一気に読めます！！ 

『やめる習慣』 古川武士／日本実業出版社 

“やめたい”習慣はありますか？先延ばしにしてしまう、ダラダラとスマホを見てしま

う。“～するべき”とわかっているのになかなかやめることができないのはなぜでしょ

う。そんなことが書かれています。マンガ版もあります。ぜひ。 


